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活動内容 

目的 

「アートはインクルーシブ教育の推進を助長することになる」と仮説を立て検証 
 
創作活動を通じ、互いを認め合うための対話を活動の中に取り入れる。 

参加者は障がいの有無に関わらず募集。 

講師はありがとうファームで働く障がいをもった人が務める。 

その活動の幅を広げる試みとしてアーティストを招聘し、参加する子どもたちが共に創作活

動をすることで新しい視点と対話を生む。 

創作活動においては、障がいを問わず参加でき、ものづくりを通して自然な交流を生むこと

ができるため、文部科学省が提唱する新しい時代に生きる子供たちに必要な３つの力と主体

的対話的で深い学びを培うことが可能である。 

このことからアートを通じて障がいの有無に関わらず多様な交流が生まれることでインクル

ーシブ教育推進の後押しに繋がると考える。 
 

内容 

【ワークショップ】月１回開催 

 

【アーティスト招聘期間】2023 年 10/1～11/31 

 

【ワークショップ募集人数】 15～20 名（約 4～10 歳を対象）＊障がいの有無に関わらず

参加受付。参加者の障がい特性に応じ適切な配慮のもと開催 

 

【講師・スタッフ】 招聘アーティスト、障がいをもつ弊社メンバー７名、大学生ボランテ

ィア２名。 

 

【プログラム】 

午前「ぼうけんのじかん」地域やアーティストと連携したワークショップ 

午後「はつめいのじかん」ハブラボにあるアート素材を使って創作 

 

＊添付チラシ資料参照 
 

成果 

【実施日】2023 年 4/22、5/20、7/1、8/28、29、9/3、30、10/28、11/23、12/9、

2024 年 1/20、3/30 

 

【参加人数】合計 300 人 （内 障がい特性の事前申告があった人数 40 名） 

 

申込時に障がい特性の事前申告をしてもらうことにより「必要な配慮・声がけ・苦手なこ

と」に対する準備を整えて参加者を迎えることが出来た。 

 



アーティストを招聘することにより、プログラム内容に幅が出来、普段大変出来ないプログ

ラムを参加した子どもたちと保護者、講師を務めるありがとうファームの障がいをもつ人た

ち、更には活動を見る地域住民も体験することができた。 

 

2023 年 9 月岡山芸術創造劇場ハレノワオープンに向けて 2020 年から市民を巻き込んだイベ

ントが様々行われてきた。ハレノワに続く道の途中に事業所を構える私たちにも声がけをい

ただきミュージカル、演劇に参加する機会をもらってきた。非日常の体験を通して輝くみん

なの瞳を何度も見てきた。 

就労継続支援事業所ありがとうファームには約 90 名のメンバーが仕事をしに通っている。身

体的・心理的・金銭的な理由から、外に出かけていくことが難しいため、多くのメンバーの

日常は自宅と仕事場の往復が大半を占めている。 

外に行けないなら、アーティストに来てもらおう。そして岡山と瀬戸内の魅力、自分と仲間

たちの魅力を新しい目を持って発見していこう。そのような経緯から、アーティストが空気

のように街に存在し、多様な視点の文化・芸術が街に根付き育つことを目的としてアーティ

ストを招聘することに至った。 

ダンスの北村成美さん、舞踏の古関すまこさん、アルミニウム彫刻の小野サボコさん、画家

の大平由香理さん、サイアノタイプの YOKO ICHIKAWA さん、5 名のアーティストが参加し

てくれた。普段は表現活動をする機会のないメンバーもアーティストととの交流を通して、

初めてのダンス、初めての絵、初めての素材、初めて人に語る自分の話、初めてづくしの体

験をした。事業後のアンケートでは、アーティストとの対話や交流を通して自分の中に新し

い発見をしたとほとんどのメンバーが答えている。 

今回の活動を通し、アートは障がい、年齢を超えた交流を生み、アーティストが各々この活

動を発信することで、インクルーシブ教育の推進を助長することになったと考える。 

 

*参加したメンバー、アーティスト、それぞれにアンケートを取り、アーティスト招聘にスポ

ットを当てた報告冊子を作成、WEB にまとめた。 

 

今後の課題と対
応策 

課題 

発達特性のある子どもの参加は増えたが、聴覚障害・視覚障害のある子どもたちの参加はなかった。 

この活動が安心して参加できる体制を整えるとともに、彼らに活動の周知をする窓口を探す必要がある。 

 

対応 

支援学校、盲学校、聾学校との交流の場を設け、彼らのニーズを調査していく。 

子どもだけでなく、学校を卒業した人たちとの交流を生めるよう、きらめきプラザを訪問し、ヒアリング

をする。 

 



写真の提出 

「アートのチカラ」プログラム 北村成美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「アートのチカラ」プログラム 古関すまこ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「アートのチカラ」プログラム 大平由香理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
「アートのチカラ」プログラム YOKO ICHIKAWA 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「アートのチカラ」プログラム 小野サボコ 
 

 


